




























































































 なお、後期授業期間中に 1日 4コマの対面授業をすることが可能になったため、その
















   授業は資料を PowerPointで作成し、その説明を動画で収録した。動画収録には、
Zoomのレコーディング機能を使用した。Zoomによる録画機能は、PowerPointのス
ライドショーの録画機能を用いた場合と比較し容量が小さかったため、学生の負担









   各授業における課題の提示は原則最後のスライドに表示し、他のスライドで用い
ていない色の枠囲みで課題説明を行うことで、後から課題だけの確認をしやすいよ
うにした。 




























 回答を意味内容ごとに区切ると、120 の事例に分かれた。その事例から 23 のオープ





















OP 事例数  
動画（音声）による理解の深まり 20 ( 40.8% ) 
プロジェクト（対面授業）での学びや感想 18 ( 36.7% ) 
課題についてのフィードバックで学びの確認 11 ( 22.4% ) 
授業時間と課題量の適切さ 11 ( 22.4% ) 
事例による保育実践への理解 9 ( 18.4% ) 
他の学生の視点を共有 6 ( 12.2% ) 
対面授業の増加の希望 5 ( 10.2% ) 
中間レポートの大変さと学び 5 ( 10.2% ) 
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